










要約  :  体外受精・胚移植法、配偶子卵管内移植法では移植胚・卵数が増加するほど妊

娠率が増加する傾向にあるが、これと同時に多胎率も上昇する。多胎は母体と胎児両面に

とって重大な問題を引き起こすことが多く、妊娠率は高くし、かつ多胎率は低くするよう

な胚移植数が求められている。胚移植数を増加させると妊娠率は 3個移植までは増加傾向

にあるが、 4 個以上ではほぼプラトーになる。それに引き替え多胎妊娠率は移植胚数が

増加するほど増加する。そこで妊娠率を減らさずに多胎妊娠率を減らすには移植胚数を 3

個までとすることが妥当だと考えられる。しかし移植する胚の資について考慮して移植胚

数を決める方法も考えられており、胚の質が明確に検定できるならば、、多胎率を増やさ

ずに妊娠率を高めることができ、とても有益な方法の可能性がある。


